
件名 「公共施設のあり方について」 

現状 
施設面 

ৈ২経ੋਛশのযઠ増にあ峹せて数の公共施設が
建設されています。 
・本市が保有する公共施設の総延床面積は 52.8 万㎡ 
・そのうち、学校教育施設は 24.7 万㎡ 

1965 ফ（ೣ和 40 ফ）から 1985 ফ（ೣ和 60 
ফ）にか岻て建設された、ണ 30 ফ以上が経ૌした施設面
積が半分以上を占めています。 

今後ಌなるഠᄺ化による修ሂ・প規模修の増加がৄ
込まれます。 

財政面 
・生ਓফೡযઠによるୃো 
・ৈೡ化のਤষによる社会保障関係経費の増加 

問題 

試算によると 
・今後 50 ফで要な保全費用 ؟ফ 36 億 5 千万円 
・投資的経費のうち公共施設に係る費用と維持補修費 

（ᐫল૭ચな費用）؟ফ 14 億８千万円 
このままの状況がਢくという件でෞ計算すると、সપ嵁嵤崡で৺

40％しか保全費用が賄えない状況にあります。 

観点 

ষ政ઈの基本ਉಋである最小の経費で最পのટを上岼、こうし
た公共施設が抱える課題に対応していくためには、公共施設の維持管
৶峮ઈ面において峬、施設の配置峮管৶ઈのଙ等を適જにৄ
ઉし、ষ政経（マネジメント）を実ᄷすることが要。 

そこで、「公共施設マネジメント構想」として、下記の目標を定めました。 

目標 
「施設をଐな状ଙで維持すること」 
「施設の最適化を実現し、維持管৶崛崡トのచをること。」 
「施設のਹ用ଌ২を向上させること」 

さらに、公共施設マネジメント構想の基本計画として、個別施設の方向性を定めた 
『岸和田市公共施設最適化計画』を策定しました。 

岸和田市公共施設最適化計画では、 
ધఐ学「公য়小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」を

踏まえ、児童数・生徒の推移をྠ੧しながら適正な総管৶をষうとされていま
す。 

資料２ 



○岸和田市公共施設最適化計画（概要版）から抜粋 
 

 将来の方向性 

小学校 

将来の児童数の推移により、今後は新たに余裕教室が
できるとৄ込まれます。小৴峮小中ฮ教育等による
教育୭のౄ実をりますが、ৎに、ધఐ学の「公
য়小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手
引」を踏まえ、小学校の適正規模実現を目指します。な
お、余裕教室については、今後の需要を踏まえて活用策を
検討していきます。 

中学校 

将来の生徒数の推移により、今後は新たに余裕教室が
できるとৄ込まれます。小中ฮ教育等による教育୭の
ౄ実をりますが、ৎに、ધఐ学の「公য়小学校・
中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」を踏まえ、
中学校の適正規模実現を目指します。なお、余裕教室に
ついては、今後の需要を踏まえて活用策を検討していきま
す。 

 


